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開発途上国の居住問題とNGOの役割

－タイを中心として

海老塚良吉

昨年の国際居住年を記念して名古屋，横浜，江ノ島で開催された国際会議では，建設省や県，市などの主

催する会議であるにもかかわらず，開発途上国の居住問題に関わるＮＧＯの活動が議論の中心テーマの一つ

となった。ところで，日本ではこれまで，居住分野の政府レベルでの国際協力は，国際協力事業団の研修事

業を除いてほとんど実施されていない。また，ＮＧＯの国際協力についても，居住関連の活動はほとんど行わ

れてこなかった。

しかし，居住問題の国際年が設定されたことからもわかるように，開発途上国の居住問題は，現在，きわ

めて重大な局面を迎えている。本稿では，このような状況下で，今後，日本のＮＧＯがどの様な役割を期待

されているのかを考える上での判断材料の一つとして，タイを中心に開発途上国の居住問題の現況と対策，

先進国及び日本の開発援助対策の流れなどについて，紹介する。そして，ＪＶＣの活動を外から見ている一会

員の立場から，ＪＶＣがこの分野で専門的知識，経験を次第に身につけ，同時にＯＤＡ(政府開発援助）を利用

して資金力を補強し，大きく活動を伸ばしていくことを提案したい。

開発途上国の居住問題

膨張を続ける途上国の都市人口

開発途上国の中で居住問題が注目されるようにな

ったのはそれほど古いことではない。産業開発の主

導により経済的離陸が図られるとした楽観的な1960

年代までの開発戦略が，国全体の生産力は増大させ

たものの，国民の多くを占める低所得者層の生活水

準の向上には寄与せず，貧富の差の拡大，生活環境

・自然環境の悪化などの副作用をもたらした。その

ため1970年代になると，1972年のストックホルムの

世界環境会議，1976年のバンクーバーでの人間居住

会議など，世界的な規模で環境や居住問題が論議さ

れるようになった。

もちろん，この開発途上国での居住問題の背景に

は，都市への急激な人口集中があげられる。1960年

には先進国の都市人口は4.5億人，開発途上国の都

市人口は3.1億人であった。1980年には，都市人口

は先進国では6.6億人となり2.1億人増加したが，開

発途卜国では6.9億人となり3.8億人増加した。そし

て2000年までの次の20年間には都市人口の増加数は，

先進国では2.4億人に過ぎないが開発途上国では7.4

億人に達すると予測されている。同じ20年間の開発

途上国の農村人口の増加数である８億人に比べれば，

都市人口の増加は絶対数としてはやや下回るが，増

加率の高さ，狭い都市地域での増加であることを考

えると，問題の深刻さが理解できよう。都市人口の

増加を地域別にみると，とりわけアジアで問題が深

刻なことが分かる。アジアの都市人口（先進国を含

む）は1960年に２．６５億人であったが，2000年には

9.93億人に増加すると予想されている。

開発途上国の都市化については，適正な都市化の

スピードを上回っているのではないかとの考え方も

ある。農村開発が失敗し，地方に雇用の機会が少な

いことなどが原因となって急激に都市化が進行した

と言われ，国土全体のバランスのとれた開発が行わ

れていれば，都市化の速度をこれまでよりも遅く出

来たのではないかという考え方である。過剰都市化

と言われるこの理論のもとに，大都市への人口の流

入を規制している朴今主義の開発途卜国もいくつか

実在するが，何れの国でも，住民登録の規制をくぐ

り抜けるなどして都市へ人口の集中が進んでいる。

また，若年人口の多い都市では自然増加率も農村に

比べて高い。今後，均衡のとれた国土開発が仮に行

われたとしても，都市人口の増加は避けられないと

思われる。
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地域別の都市人口の推移(単位：億人）
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それでは，タイの場合はどうなっているのか。バ

ンコク首都圏（以下，バンコクと記す）の人口は，

1947年の80万人から1984年の520万人へと急増して

いる。人口増加率そのものは，1975年の5.3％をピ

ークにして低下傾向にあり1980年には３％にまでさ

がっているが，人口増加数は年間に15万人程度とま

だ大きいことに変わりない。このような人口増加の

圧力の下で，バンコクには深刻な住宅問題があり，

多数のスラムが存在する。経済開発の効果を享受で

きる人々は，先進国の住宅と同様な，場合によって

はそれ以上の住宅に住んでいるが，開発の恩恵に浴

することができない多数の低所得者層は，住宅価格

と家賃の高騰に悩まされ，安い土地を求めて，湿地

や交通の便が悪く設備等も劣る郊外部に住居を得て

いる。

居住環境の劣悪なスラムに居住している人々の数

は，スラムの定義が明確に規定できるものではない

こともあって，調査により違いがみられる。公的統

計としてはタイの住宅公団（ＮＨＡ）の1981年の調査

があり，バンコクのスラムは410地区で，５５万1420

人が居住しているとしている。しかしこの数字は小

規模のスラムを除外したものであって，ソポン・ポ

ーン・チョクチャイ他による調査（1985年）では，

1020地区（ただし，この内75地区はバンコク地域

外),101万人が住み,１地区当りの世帯数は15～7390

世帯に分布し，350世帯以上の大規模スラムが114

地区に存在するとしている。また半数の地区は都心

より半径6.5キロメートル以内に位置していると述べて

いる。（この調査報告書は，ＪＶＣほかの４つのＮＧＯ

がスポンサーになって印刷。発行されている）
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日本の借地契約では，借地法の規定により，木造

等の非堅固な建物であっても借地契約の最低の期間

を20年間と定めており，期間の明示がなくても，ま

たこれより短い期間が明示してあっても20年間の借

地権を認めて居住者の権利を守っている。タイの場

合は，日本でこの借地法が制定された大正時代以前

の，地主の所有権が大幅に認められた状況に現在も

ある（大正時代に地主が借地人を追い出すために所

有地を他人に売却したり，放火により家を燃やして

しまい，借地権を滅失させる手法が採られたが，タ

イではこれが今も普通に行われている)。安心して

住み続けることの出来ないという土地問題が，住居

の改善が遅れる最大の要因の一つとなっている。

バンコクのスラムの概況について，シュロム・エ

ンジェル他は次のように紹介している。「一戸当りの

床面積は30～80平方メートルのものが多く，一階建

てまたは二階建てで，同居世帯がいることが多い。

一戸当りの敷地面積は40～80平方メートル程度で，

１ヘクタール当り125～188世帯（＝１ライ当り２０

～30世帯）の居住密度となる。地代は月一戸当り２

～３ドルと安いが，地主は水道や電気で大きな収入

を得ることができる。スラムは数戸から数百戸の集

まりで市内の各地に存在し，大部分が道路から入り

にくいところに位置している｣。

強い地主に泣かされる借地人

タイのスラム居住者の場合，他の多くの開発途上

国と異って土地を不法占拠している人々（スクォッ

ター）の数は比較的少なく，スラム居住者約100万

人の内の15％以下が河川沿いや鉄道敷き，未利用の

港湾用地等に住宅を建て，不法占拠している程度で

ある。残りの大部分は土地を借り，その土地の３分

の１は公有地，３分の２が民有地と言われる。これ

らの借地関係は日本の場合と異なって，借地人であ

る居住者の権利が弱く，借地の約束を地主と取り交

わして地代を支払っているスラムの場合であっても，

契約期間の定めがなかったり，期間が１～２年と短

かい場合が多く，極めて安い立ち退き料で追い出さ

れることがしばしばある。



スラム地区の物的状況等について，古いデータで

あるがタイ住宅公団（ＮＨＡ）の1975年調査（108地

区，約17万人対象）では次のように示している。土

地が乾いているところは23％で，残りの77％は雨期

等には常時浸水しているような低湿地である。電気

については，隣家等から引き込みをしている22％を

含め，９９％に設備されているが，給水については５４

％に設備されているだけであり，３３％は水売り人か

ら購入している。各住戸へと通じる道路の幅は，

１ｍが61％，２ｍが14％と大部分を占めており，排

水溝が設置されているのは23％に過ぎない。土地の

権利関係については，公有地を借りているのが45％，

民有地を借りているのが35％となっていて，借地権

の確保がほぼ全居住者にとって大きな課題であるこ

とが分かる。このような物的状況にあるにもかかわ

らずスラムに居住しているのは，職場への接近性の

ためであり，５７％の人が職が不安定になるのを恐れ

て移転を希望していない。そしてスラムには中流階

級を志向しているしっかりとしたコミュニティーが

形成されており，雇用についても少しずつ改善され

ている。同調査によればスラム居住者の平均世帯月

収は1700バーツである。

スラムは近年確かに改善が進んでいて，例えば平

均世帯月収についても，1984年のソムチット他の調

査によれば，3700バーツになっている。ソポン他の

1985年調査によれば1020の地区の内これまでに１８０

地区で改善事業が実施されてきており，スラム居住

者の３分の１が便益を受けている。地区数に比較し

て便益を受けている人数が多いのは比較的大規模な

スラムで改善事業の実施率が高いためである。改善

工事によってアクセス道路がコンクリート舗装に変

わり，水道管が敷設され，排水路が整備され，住宅

自体も少しずつ改良工事が加えられつつある。

バンコクのスラムに居住している人々にとって，

最大の問題点は，居住環境よりもむしろ，現在住ん

スラムの台所。外食が多いので調理はあまりしない。

でいるところから追い出されてしまうことである。

都心から半径５キロメートルの範囲では，スラム居

住者数の60％が地主から立ち退きを迫られており，

バンコク全体でも，スラム居住者の38％の人々が立

ち退き要求を受けている。

スラムの居住環境と収入

一般の住宅の水準はどのようになっているのか。

1980年の人口。住宅調査によれば，バンコクの住宅

数90万戸の内，部屋数がl室28万戸，２室28万戸，

３室18万戸，４室以上９万戸となっている。また，

飲み水がパイプを通して各戸まで供給されているの

は66％，水売りから買うなどが17％，隣家から分け

てもらうなどの自宅外の水道を利用しているのが８

％となっている。

この様にタイの居住水準が全般的に低いのは，住

宅価格，家賃に比較して所得が低いためである。す

なわち，タイの一人あたりＧＮＰは1980年に770ドル

で，日本の１万ドルの１０分の１以下である。少し古

いデータであるが，1980年に発行の報告書から所得

と建築費の関係を見るなら次のようになる。バンコ

クのスラム居住者の平均月収は，1000～1700バーツ

(1976年当時のレートで１バーツ＝15円）である。一

方，バンコクで一般に取り引きされている最小限の

宅地を購入するとすれば，場所にもよるが４万バー

ツ程度であり，家付きの場合には７万から９万バー

ツはする。平均的な住宅を買うとすれば，１５万から

30万バーツが必要であり，通常，住宅市場では低所

得者を相手にしていない。

しかし，スラムの中に住んでいれば１カ月の地代，

家賃は極めて安い。1981年の調査によれば，スラム

の持家世帯の地代は，１１０サンプルのうち85％が100

バーツ以下である。借家の家賃は38サンプルのうち

300バーツ以下が29％，301～600バーツが45％，

600バーツ以上は26％である。借室の場合家賃はサ

ンプル37のうち301～600バーツが57％で残りは３００

バーツ以下である。1981年当時の下から30％の所得

層の平均世帯月収は3300バーツであり（1981年，１

バーツ＝11円)，低所得の人々にとっては，スラム

は安い費用で都心に近いところに住める絶好の手段

なのである。

住宅価格，家賃が高いのは，地価の高騰に起因す

るところが大きい。バンコクの人口が増加するにし

たがって地価も急騰し，土地の投機がこの傾向に一

層の拍車をかけている。バンコクの近郊に広大な空
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住事業では，最低限の水準の都市サービスしか無い

ものが多かった。都心から遠く離れた山の中に移住

地区が作られたり，水道や電気，道路や学校も満足

にないなど，とても住めないような地区が多かった。

最大の問題は通勤であった。都心まで30キロメート

ルから40キロメートルも離れた郊外部に地区が位置

することが多く，道路の整備も十分ではないため，

バスで都心まで片道１時間半余りもかかり，また，

バス代が日給の20％以上にもなった。そのため移住

先から，再び都心のスラムに戻り住む人々が後を絶

たなかった。

公団による住宅建設の見直し

1970年代に入ると，いくつかの開発途卜国では本

格的な住宅対策に取り組み始めている。タイでは

1973年に，それまでの住宅関連の４つの機関を統合

して内務省の管轄下にある公企業体として住宅公団

(ＮＨＡ）を設立した。住宅公団が初めに採用した政

策は，低家賃の中層住宅を大量に建設することであ

った。公団は第３期国土開発計画（1972年～76年）

の中で３万4000戸の住宅建設を計画したが，実際に

は１万706戸を建てたに過ぎなかった。また，第４

期国土開発計画（1977～81）では12万戸を計画した

が実績は３万5868戸にとどまった。しかし計画数を

大幅に下回ったとはいえ，ＮＨＡは1974年から1980年

の間に約４万戸の住宅（賃貸アパート，分譲アパー

ト，低層住宅）を建設し，これはこの間のバンコク

の住宅増加戸数の15.5％に相当した。

建設が順調に進まない原因としては用地の収得難

等いくつかあるが，その一つは建設コストである。

中層住宅の建設コストは開発途上国の物価水準の中

ではたいへん高いものになり（一戸当り35平方メー

トルの中層住宅の建築費は1980年に7000ドルで，こ

れは入居者の支払い可能額の５倍に相当)，低所得

者層に供給するためには，政府の補助金を大量に必

要とした。

また，中層住宅はスラムに居住してきた人々にと

っては生活スタイルが合わずに不人気であった。日

課としていた路地裏で行う水浴びもしにくくなり，

居住者を相手の小規模店舗の経営もできなくなった。

スラムの取り壊しに伴う代替住宅として中層住宅に

入居したスラム居住者のかなりの割合が，中所得者

層に権利を転売して現金を手に入れ，再び別のスラ

ムに居住しているという事実が多く報告されている。

実際に低価格住宅に入居して住んでいるのは，政府

１
７
５
４
１
８

１
１

３110 3７ 169

き地があるにもかかわらず，安い土地を求めて住宅

開発は郊外部に延びて行き，バスで１時間半余りも

かけて通勤する様な人々も多い。
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タイの居住政策

スラムの移転

都市の成長に伴って増大するスラムやスクォッタ

ーなどの居住水準の劣悪な問題住宅に対して，開発

徐卜国の政府は初期には，何も手をつけないで黙認

する場合も少なくなかった。マニラのトンド地区や

バンコクのクロントイ地区は，いずれも政府の港湾

施設予定地が何年間にもわたって未利用のまま放置

されていた間に，巨大なスラム地区として定住者が

増加したものであった。

しかし，都市の開発が進み，土地の高度利用がみ

られるようになり，都心部の土地の希少価値が高ま

るに従って，各国ともスラム居住者の追い出し・ス

ラムの取り壊しを頻繁に行うようになった。追い出

されたスラム居住者は多くの場合，近くの同様なス

ラムに住むようになるため，スラム・クリアランス

は，スラムの解消につながらないで，単にスラムを

別の地区に分散させるだけのものであった。

スラム・クリアランスにより居住者は生活の根拠

を失い，大きな打撃を受けるために，しばしば，住

民の反対運動も起こっている。強制退去させる住民

の問題が次第に無視できないほど大きな社会問題に

なるのに伴って，政府が郊外地区にスラム居住者の

住むための場所を用意して，居住者を移転させる対

策を講じることもみられる様になった。この様な，

スラム居住者に新しい住宅地を無償または安い価格

で提供するのが移住事業である。

不法居住者のために政府がやむをえず提供すると

いうことで，新しく用意された住宅地は，初期の移
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備されたが管理が悪く使いものにならないことが多

かった。また，ごみの収集もほとんど成功していな

い。しかし，整備水準は低くても，雇用機会を失う

ことはなく，また，コミュニティの経済・社会構造

を損なうこともなく，自分たちの力で斬新的に居住

改善を計ることが可能であった。

スラム改善事業は，1978年から83年の間，年間約

5000世帯，合計して２万8000世帯（76地区）で実地

されてきており，この資金として，世銀から２億1700

万バーツ，タイ政府から5300万バーツの合計２億

7000万バーツ（対象約４万世帯，一世帯当り約7000

バーツで日本円にして10万円弱）の融資が認められ

ている。しかし，1984年から86年にかけてはスラム

改善事業の新たな資金融資が認められておらず，

ＮＨＡは現在，世銀が以前に承認済みの改善事業の

残り分を実施している。

改善事業の資金がストップしている理由は，国家

予算に占める海外からの借入金の返済比率が20％を

越えていることの他，タイ政府としては住宅公団を

独立採算の公企業体として機能させていきたいと考

えており，スラム改善事業のような採算の取れない

福祉的な事業は，バンコク首都圏自治体（ＢＭＡ）に

委ねていこうとしていることがある。しかし，これ

までの住宅公団の事業実施体制を簡単にＢＭＡが肩

代りできるのか不安が残り，事業分担の変更は好ま

しいことなのか疑問が残されている。

スラム改善事業は，また，土地所有者から将来の

転売の機会を損なうものとして嫌われ，改善後は，

居住者にとって，地代や家賃の値上がりを招くとい

う問題も指摘されている。しかしこれらの問題を含

みながらも，スラム居住者にとっては現在のところ

最良の方策と思われる。

スラムに対する行政の対応は，これまで述べたよ

うに，スラム・クリアランスから現在のスラム改善

事業へと変遷してきているが，このような住宅政策

の変化をもたらした要因として，居住者自身の力を

見逃すわけにはいかないであろう。タイの文化的風

土は役人などの上位の人間に対しては受動的にふる

まうと言われてきたが，生活の存在基盤である住居

の追い立てについては，強い抵抗が示されてきた。

また，改善事業の対象地区として自分たちの居住し

ている地区を採択してもらえるように陳』情したり，

電気や給水設備の改善を求めたりするなど，とりわ

け居住者の組織化が成功している地区では，居住者

の積極的な対応がみられた。

瀞繍蕊iＩ

－６－

スラム改善事業

都市の低所得者居に最も人気があるのは，現在住

んでいるスラム地区の改善事業である。改善の内容

は，歩道のコンクリート舗装，給水設備，電気設備

などの整備であり，一部では，排水。下水設備も整

関係の職員や大企業の雇用者などの，むしろ中。高

所得者階層であった。この失敗の原因は，先進国で

一般化している工業化住宅を十分に開発途上国の実

態に適合させないまま，供給したことにあった。

世銀の勧告もあって，住宅公団は1978年には中層

住宅建設を一時ストップして計画の見直しを行い，

79年より中層住宅の建設計画を縮小し，サイト．ア

ンド・サービス（道路，水道などの基盤整備をした

宅地供給）事業とスラム改善（現在のスラム地区内

の水道，排水，歩道等の某礁整備）事業を開始した。

スラム居住者の労働力を住宅の自力建設に活用し，

限られた予算を使ってできる限り多くの世帯に恩恵

が配分されられるようにしたのである。

しかし，サイト・アンド・サービス事業の場合，

大規模で地価の安い土地を求めてどうしても郊外に

立地することになり，低所得者層にとっては，通勤

費と通勤時間の負担が重くのしかかり，また，住宅

金融制度が不十分ななかで建設資金を手当するのは

容易ではなかった。７８年から82年の間にサイト．ア

ンド・サービスにより供給された住宅・宅地数は，

若干の中層賃貸住宅を含めて，約１万5000戸にとど

まり，第４期国土開発計画で予定していた１２万戸が

大きく落ち込むひとつの原因になった。

Trial＆Error77



そして，居住者自身の力を強化する鍵となる住民

の組織化とリーダーの育成のために様々な支援が政

府や国連機関，ＮＧＯ等によって意図的に合わせて

行われてきてもいる。居住者自身の力の高まり，政

治的な地位の向上を背景として居住政策はこれまで

述べてきたように変化してきている。

居住分野の国際協力

欧米諸国の住宅事業援助

住宅分野の援助が国際協力の場で開始されたのは，

それほど古い話ではなく，本格的には1970年代に入

ってからのことである。世界銀行を初めとして欧米

諸国もそれまでは，生産活動に直接に関係するよう

な経済的分野での援助が中心であった。国全体の経

済成長を高めれば，貧困の問題も自然に解決される

と考えたのである。

しかし，開発途上国への資金援助の大幅な増加等

により，確かに高い経済成長率が60年代に達成され

たが，これらの経済援助が開発途上国の所得格差を

むしろ増大させ，貧困層の生活向上に真に結びつく

ものではなかった。そのため70年代には経済成長と

同時に社会的公正の達成が開発援助の目標として掲

げられ，低所得層の基本的生活向上のための直接の

改善事業が未着手のスラム。

板敷の歩道，ゴムホースによる水道が見える。

カメやドラムカンは水を貯えるための必需品。

援助が強調されるようになった。住宅分野の援助に

次第に力を入れるようになってきたのは，このよう

な背景があった。

欧米諸国では，様々な国が開発途上国の住宅事業

に援助を行っている。アメリカやイギリス，ベルギ

ーなどは開発途上国の貧困層を対象とした住宅事業

(スラム改善事業，サイト．アンド・サービス事業

等）に直接の資金援助を行っており，世界銀行，ア

ジア開発銀行なども事業融資を行っている。さらに，

市民活動のレベルでも，開発途上国の貧困層の住宅

問題に関心を持ち現地で援助活動を続けている市民

団体など（ＮＧＯ）が欧米には数多く存在している。

また，欧米諸国では，開発i余卜国における住宅問

題の重大性に着目して，様々な研究をこれまでに実

施してきている。例えば，カナダの国際開発研究セ

ンター（IＤＲＣ）は開発途上国の住宅問題についての

意欲的な研究をこれまで行ってきており，多くの優

れた研究報告書を発行している。また，ＩＤＲＣはタ

イで1975年に住宅総合研究の援助を行い，その後の

タイでの住宅研究の基礎を築いている。オランダの

住宅研究所（IHS）では，開発途上国の研修生を対

象に年間２回，５カ月間の住宅研修コースを開催し

ている。また，ＩＨＳはバンコクで1970年と1976年に

住宅調査を実施したり，1980年にタイの住宅公団と

共同でスラム改善事業とサイト．アンド・サービス

スラム改善事業により歩道，排水，電気が整備。

－７－
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事業の集中研修を行い，1981年にはアジアエ科大学

を加えた３者の共催でサイト。アンド・サービス事

業の国際セミナー（アジアの５カ国が参加）を開催

している。

立ち遅れている日本の援助

これに対して，日本は住宅分野での開発援助を，

これまであまり行っていない。国際協力事業団が

開発途上国の行政担当者等を対象として住宅研修を

行ったり，日本の住宅専門家を開発途上国に小数派

遣している程度であり，他の分野での日本の援助実

績に比べると著しく見劣りがする。

日本の住宅分野での援助がこれまで弱かった理由

は，一つには，日本企業への利益の還元が期待でき

ないということがあろう。工業化住宅のようなもの

を建設するならば日本の製品を利用できるであろう

が，かつて，西欧諸国の援助で建設されたこの種の

中層住宅は，低価格住宅と名前が付けられていたに

もかかわらず，開発i余卜園では中。高所得者向け住

宅になってしまい，主要な住宅事業としては不適当

なことが明らかになっている。

住宅分野での援助が弱い第二の理由は，数多くの

貧困層に便益が行き渡る様にするために，現地の材

料を使い，居住者の労働力を利用するなどして，住

宅価格を出来るだけ低くする工夫する必要があり，

また，入居者の生活様式を熟知して，ニーズにあっ

た住宅を建設していかなければならない等の住宅分

野の援助の難しさである。

住宅はまた，単体として建設すればすむものでは

なく，水道や電気，道路，学校など，更には雇用の

場まで一体として整備しなければならないという関

連分野の広がりがある。さらに，開発途上国の住宅

問題は，アジア，アフリカ，南米という地理的な違

い，所得水準や都市化の程度，社会的条件や歴史的

条件により大きく異なる。各国の状況を正確に把握

した上で，どのような対応策が必要かを見極めなけ

ればならない。

日本には現在，残念ながらこの様な開発途上国の

住宅問題についての十分な知識がない。開発援助の

対象分野ではないこともあって，開発途卜国の住宅

問題の研究について日本ではこれまでほとんど行わ

れてこなかった。研究テーマの一つとして開発途上

国の住宅問題を研究している者は小数あるが，この

分野での委託研究が少ないことなどから，開発途上

国の住宅問題を専門としている日本の研究者は，育

Trial＆Error７７

っていない。

日本が住宅分野の援助を十分に行っていないこと

について，今のところは幸いに表だった世界の批判

を耳にすることはない。日本の政府開発援助につい

ては，経済的国益追求（贈与分が少ない，ひも付き

援助が多い）等の世界の批判があるが，日本は，

これらを次第に改善していくのは当然のこととして，

同時に，援助本来の目的である開発途卜国の貧困層

の生活向上に結び付く，住宅のような分野での援助

を増加していく必要がある。

当面は，事業内容も十分に研究しないままに稚拙

で早急な資金援助の増額を図るのではなく，開発途

上国の住宅問題に関して組織的に研究を深め，問題

把握につながる開発途上国の住宅調査や現地での住

宅研修，実験的な住宅事業への資金協力など，援助

の質を高める努力をしていくべきであろう。

ＪＶＣの居住分野での活動に

対する期待

開発途上国の居住問題の改善のために，数多くの

ＮＧＯが現在，活発な活動を展開している。世界各

国のＮＧＯによるスラム改善運動の現場を歩き回っ

て，情報交流を続けているホルヘ・アンソレーナ氏

は，「スラム民衆生活誌一アジア･ラテンアメリカの

貧困一』（1984年，明石書店）や「居住へのたたか

い－アジアのスラムコミュニティから－」（1987年，

同）の中で各国ＮＧＯの貴重な運動経験をまとめて

いる。また伊勢崎賢治氏は「インド．スラム･レポ

ート」（1987年，同）の中でボンベイにある40万人の

スラム居住者がいるといわれるダラビに三年間にわ

たって住み込みながら，ＮＧＯのコミュニティ･リー

ダーとして活動した際の体験をまとめている。

ＪＶＣでは，バンコク最大のスラムであるクロント

イなどのいくつかの地区で，奨学金の支給，図書館

活動，保育所の建設などを行っているが，居住関連

の活動としては，スラムの移転の際に，建築材料の

貸与や立ちのき問題の相談を行ってきた。

私が初めてクロントイを訪れたのは，1984年秋で

あったが，当時，ＪＶＣの担当は加藤哲也氏で，１日

かけてクロントイ地区とその周辺を案内してもらっ

た。８７年春にバンコクの調査に行った際は，クロン

トイ担当者は佐藤正喜氏で，ＪＶＣがつながりを持つ

他のＮＧＯの居住関連の活動を含めて案内してもら

った。その２回の際に感じたのは，居住問題に関心

－８－



を持つ私の目からすると，なぜ，ＪＶＣの他の活動に

比べて，このクロントイ等の地域開発活動の規模が

小さいのかということである。アフリカの食料問題，

タイの難民活動などでマスコミを動かし，大々的に

活動しているのと比較すると，余りにも居住問題は

小さく扱われ過ぎているように感じた。

タイにおける地域開発活動を紹介するために，８６

年８月から発行された「タイＣＤニュース」(現在は

『プアン｣）の第１号で，村田恵子さんはタイＣＤチ

ームに参加したいという日本人ボランティアが少ない

ことを残念であると述べている。また，かつて，加藤，

佐藤両氏から，この活動にはなかなか資金が集まら

ないとも聞いている。ＪＶＣの事業予算を見ても，主

要ないくつかの活動の予算と比べてタイ地域開発は

数分の１以下の予算規模となっている。

政府レベルでの居住分野の国際協力が，日本では

十分にこれまで行われてきていない理由については，

すでに説明した通りであるが，ＮＧＯの場合も同様な

理由が存在すると考えるのは無理がある。おそらく，

JVCの中でタイ地域開発のスラム関連の活動がそれ

ほど大きく扱われていないのは，開発途上国の居住

問題が日本人にとって分かりにくいためなのであろう。

しかし，開発途上国の居住問題は今後，日本でも

大きく取り上げなければならない課題であり，国連

の国際居住年の活動方針の中に書いてあるように

2000年までの居住問題の解決に向けて日本政府も関

連のＯＤＡを増やすことが期待されている。そして，

この際に居住者との間に立って，本当に援助を必要

とする人々に日本のＯＤＡを仲介する存在として，

ＪＶＣが一定の役割を果たすことができるのではない

か。

政府とスラム居住者との間に立って，ＮＧＯが有効

な活動を続けている例は，すでにいくつも報告され

ている。タイでは住宅公団とスラム住民の間にあっ

て，多くのＮＧＯが活発な活動を展開して，公団，

スラム住民の双方から感謝されている。スリランカ，

インドでも同様の成功例が知られている。一人一人

の居住者に細かく対応して行くには，政府レベルの

活動では無理があり，コミュニティとのつながりを

持ったＮＧＯとの役割分担が不可欠であることは，

国連，各国政府ともが認めるところとなっている。

日本の場合には，まだ，居住分野のそのような援

助経験はないが，ＪＶＣがこのような活動を･担える

ＮＧＯの一つになれる可能性は大きい。ＪＶＣはこれ

までに何年にもわたって，タイのスラムで活動を続

けてきており，貴重な経験の蓄積を持っていると思

われるからだ。

しかし，本格的に居住分野の活動をJvCが展開し

て行くためには，スタッフの社会・地域開発に関する知

識がさらに必要となるであろう。私の知っている範囲

でも，開発途卜国の居住問題に関心を持ち，将来の就職

の見通しがはっきりしないにもかかわらず，研究を始

めている若い人々が何人かいる。日本国内では現在，

この分野の専門的知識を習得できる大学がほとんど

ないため，海外の大学に留学しているケースもある。

このような教育を受けたり，開発途卜国の居住問題

の研究している人々の中には，国連や政府機関など

の専門家としてよりもＮＧＯの一員として現地に入

り込んで活動をしたいと考えている若い人もいる。

おそらく，この際に問題になるのは，スタッフの

給与等の待遇であろう。私の聞いた限りでは，タイ

におけるＪＶＣの日本人スタッフの給与も，タイ人と

同じ生活ができる範囲ということで，国際協力事業

団(JICA)の専門家の30分の１程度であった。自費

でタイ語の語学学校に通う際の費用も大変の様な話

を聞いて，考えさせられてしまった。

西欧では，政府開発援助（ＯＤＡ）のかなりの割合

をＮＧＯに振り分けて使っているが，日本のＮＧＯも

政府資金をもっと積極的に受け入れて財政基盤を確

立し，専門的活動を展開しても良い時期に来ている

のではないか。ＪＶＣの内部では，ＯＤＡの導入につい

て，’慎重な意見があるように聞いているが，運営の

自立性を確保したまま，ＯＤＡを利用することが十分

可能なように思われる。居住分野で活動する日本で

のＮＧＯの第一人者として，ＪＶＣの今後の活躍を期

待したい。

＊＊＊

(本稿は，編集者より標記のタイトルで執筆を依頼さ

れてまとめたものであるが，筆者は開発途Ｈ王lの居

住問題について３年間の文献研究をした経験がある

に過ぎず，開発途上国での生活経験もなく，ＮＧＯの

活動の現場も十分には知らない。ＪＶＣの期待につい

ては，誤った指摘も含まれているかも知れないが，

議論のたたき台として参考にしていただければ幸い

である）

－９－
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私とスラムの226白

元タイ地域開発チーム柴田久寿子

海外での活動を主とするＪＶＣの中にあって，４年

近く国内で定住難民に関わってきた私にとって，今

回の海外での仕事は，言葉や文化の障害に私自身が

直面する良い機会であり，スタッフになってからの

初めての海外経験であった。本来ならまだバンコク

にいる予定であったが，体調を崩した事で帰国する

こととなった。わずか７カ月ほどの滞在なので，勘

違いや誤解もあるだろうが，私なりのバンコクでの

体験を語りたいと思う。

おしっこにドボン！

午後１時ともなると暑さがじりじりと迫ってくる。

地域開発チームは，事務所を住宅街から，バンコク

いち大きいクロントイスラムへ，８月初旬移転させ

た。

正面には港湾をひかえている。そのせいかクロン

トイー帯は湿地帯であり，トタンやベニヤなどで建

てられた家々は，沼地に浮かぶようにして，所狭し

と建ち並んでいる。その間を２年程前に，板からコ

ンクリートに補修された通路が，碁盤の目の様に整

然と走っている。

私たち，地域開発チームの事務所は，後方に密集

して建つ家々とは違って，幸いなことに周囲に家が

ない。高床式の事務所は沼地でお堀りの様に囲まれ，

そこにコンクリート通路が通っている。図書館建設

の際，人夫の力で何とかなるだろうと建てた支柱が

ずぶずぶとはまりこんでしまい，機械で支柱を埋め

こむしかなかった。水深約６ｍである。

この沼地は，みんなの良き投棄場になっており，

ふん尿から，プラスチック，ダンポール，くさりか

けた木材，残飯，生活用水まで，ありとあらゆるも

のがある。沼は，ふだんは，真っ黒に静まりかえり，

水面はゴミの間に藻を茂らせている。見た目には水

深１ｍくらいである。しかし，ひとたび何かの拍子

にかき混ぜられたりすると，鼻が曲がるという言葉

通り，，息もつけなくなる。

私たちの建物は１階が図書館，２階に事務所と集

会室がある。図書館は，その名の通りの機能も果た

すが，朝から，小さな弟や妹を連れて遊びにくる子

供たちの格好の遊び場でもある。２階は冷房なしで

も港からの風で涼しく（西陽と，時おり誰かがひっ

くり返して悪臭を放つ風が入ってこない以外は）快

適である。

引っ越して，すぐクロントイにある自治会や子供

たちと協力して，図書館の周囲にびっしり浮いてい

たゴミの掃除を行った。この掃除の後，執ような水

虫に悩まされたが，そのかいあって，水面は透明な

水をたたえるようになった。

ところがである。昼すぎになると，バシャバシャ

と水をたたく音が聞こえだした。見ると子供たちが

泳いでいる。すっぽんぽんの者，パンッー丁の者，

服を着たままの者。水面には，泥が舞いあがってき

て，みるみる真っ黒になる。そして一番恐れていた

悪臭が漂い出す。子供たちは泥にもぐりこんだり，

発泡スチロールの船に乗つかったりしてひと遊びす

ると，臭いのしみついたままの体をコンクリートの

通路で甲ら干ししてひと休み。その間を，物売りや，

大人が行き交うが，みんな何でもないかのように通

りすぎる。しばらくすると，子供たちは，おもむろ

に立ちあがって，水面に向かって立ちしょんを始め

る。そして，その立ちしょんをした水面にドボンと

飛びこむのである。

いくら暑いとはいえ，日本ではそのへんの下水に

飛びこんで泳ぐ人はいないだろう。

うえ。たまらん，汚ない，臭い，と思いながら，

楽しそうに泳ぐ子供をみていると，泳ぎを止めるの

も気がひける。

しかし，ある日，とうとう，衛生上よくありませ

んというお達しがどこからかきて，泳ぐ子はいなく

なった。

時々，泳いでいる子をみかけると，「こらっ，そこ

で泳いだらおちんちんがはれるぞ！学校はどうした。

さぼりか，お母さんに言いつけるぞ」と，言うかど

うか正確に訳せないが，私たちのスタッフが，注意

していた。

これで，子供の楽しみはひとつ消えてしまった。

Ｔｒｊａｌ＆Ｅｒｒｏｒ７７ －１０－



衛生的には問題があるかもしれないが，このくらい

たくましいほうがいいじゃない，と内心思っていた

私は，ちょっぴり残念であった。

そののち，図書館の堀に水輪ができるようになっ

た。変だなあ，と思って水面と図書館の床との間を

コンクリートの通路からかがんで見ると，子供たち

が発泡スチロールに乗って床下で遊んでいる。

驚くやら，あきれるやらこの後，これを知

って怒ったスタッフと子供たちの，いたちごっこが

行われたのは，いうまでもない。

お金か，時間か

バンコクには1020近くのスラムがあり，100世帯

くらいのこじんまりしたものから，クロントイスラ

ムの様に人口３万～４万といわれるものまで様々で

ある。その中から約30地区を対象に奨学金や移動図

書館活動を行っている。

スラムの窮乏もさることながら，我がチームの金

の無さも負けず劣らずである。資金作りのためにバ

ザーを時々行う。バザーの品物は，在タイしていた

日本人が帰国する時に置いていく中古衣料である。

バザーの目的は，我チームの資金作りもあるが，

スラム住民から資金貸しつけや借金の申し込みがあ

った時にも，即，金を出すのではなく，金を自分た

ちで作るという事を大切にしているので，そのため

のバザーも行う。

１１月中旬，バンコクの外れにあるソイセーナース

ラム（約600世帯）の自治会から連絡が入る。立ち

退きで，200世帯が追い出された。子供たちも立ち

退きのため少なくなり，託児所の経営が難しくなっ

た，何とか協力してくれないか，というものだった。

ここの託児所は運営費，先生の給料，子供の食事，

おやつ代など，半分は公の機関から援助をうけてい

るが，半分は自分たちスラムコミュニティの共益金

と，預かった子供の親から受け取る１日３バーツ（１８

円)～５バーツ（30円）の食事代から成り立っている。

今回の立ち退きで，共益金が立ち退き者のために使

われ，子供も減り，経営が苦しくなったというもの

だった。

自治会としては，自分たちで何とか建て直すので，

おやつ代，ミルク代などの経費だけでも，面倒をみ

てくれないかと言ってきた。要求してきた額は１カ

月400バーツ（約2400円）で３カ月分だった。その

後は，状況が好転すれば打ち切りというものだった。

私たちスタッフもひとりひとり仕事を抱えて手い

っぱいのなか，この様な突発的なものに対応が遅れ

てしまうことがある。今回は，どう対応したらいい

か。私たちチームの中で意見が分れた。

「たいした額じゃないし，あげればいい。それに今

から，新たなお金をバザーなどで作る時間がない」

「ここでお金をあげたら，ただの金をあげる団体に

なってしまう。額は小さくても，自治会に自分たち

でお金を作らせよう」

話しあいがもたれた時は，期限の２日前だった。

各々に仕事の予定が入り，わざわざバザーの準備を

して，ソイセーナーに出かけていくのは，考えただ

けでも手間がかかりそうだった。私も迷った。

自分たちで問題を解決する。私たちも共に参加し

て，共に解決する。これは人と人との関係でも，私

たちの活動でも重要なことだ。でも自治会も頑張っ

て，建て直そうとしているし，このくらいの額なら

あげてもいいし，貸しつけても大したことない。

でも，それでは，金を持ってる者がただポイと金

をあげただけのことだ。そんな関係を作りたいのか。

否だ。

額の問題じゃあない。一緒に苦労して，金を作り

だすことの方が，きっとお互いのためになる。ケチ

だと言われてもいい。本当のケチなら，お金が生き

生きと大切に使われる方がいいに決まっている。

自治会だって，こじきじゃない。物乞いをしてい

るわけではない。

これだけに１時間かけて話しあい，出た結論は，

「あさって自治会と協力してバザーを行う」という

ことだった。

みんな，明日は朝からバザーの準備だ。

寄ってらっしやい，みてらっしやい

バザー当日，私は３カ月ぶりにソイセーナーを訪

れた。以前来た時の，細い路がくねくね走っていた

スラムの面影はなく，大通りに面した託児所と数軒

の家を残して，後はがれきと化していた。立ち退き

にあった場所だけ，ぽっかりと穴があいたようにな

って，その他の家はその穴を取り囲むように，奥

の方向に立っている。テレビでしか見たことのない

戦後の焼け野原とそっくりだった。あまりの変わり

ように，しばし荘然とした。

午後１時，自治会役員の家の玄関にある大きな木

の陰で，ダンボールにつめられた衣類が地面に敷か

れたゴザにぶちまけられ，バザー開始。１枚５パー

ツ（30円）から30バーツ（180円）まで，おむつ，

－１１－
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ワンピース，背広にいたるまで，ありとあらゆるも

のがある。

拡声器で「安いよ，バザーだよ，みんな買いにき

てくれ，売りあげは託児所のために使われるんだ。

さあ，来てくれ」と宣伝すると，やってくる，やっ

てくる，老若男女。木陰とはいえ，人だかりで，暑

さは募る一方。

スラム住民は，お金持ちではないが，小金持ちで

ある。５バーツ（30円）の子供服はバカ売れ。日本

で買ったら，ん千円いや，ん万円なんて，ワンピー

スや背広をみると，つい計算してしまう。

おばさん連中は，すてきなスカートがあると，こ

れ，着れるかねと私の前につきだす。サロンを巻い

た腰にスカートを試着すると，よく肥えた肉がむっ

ちりとび出してしまう。あと１ｃｍ，いや２ｃｍかな，

このベルトの部分だけ，つぎたせば着れるのに－と

おばさんは，一所懸命，私に説明して買おうとする

が，もうすでに腰のまわりのギャザーはのびきって

いる。

残念そうな顔をするおばさんに，すかさず違うス

カートをさしだして，「これ，これなんか絶対，お似

あい，ちゃんと着れます」などと言って売りつける

のも大切な仕事である。

１０バーツ（60円）コーナーで，男の人がピンクの

ワンピースを着てみんなを笑わせている。子供たち

も，やや大きめの服を買ってもらって，おおはしゃ

ぎ。「これもほしい，あれもほしい」とつい調子にの

って，親にしかられている。

さあ，寄ってらっしやい，みてらっしやい。安い

よ，安いよ，その日の収益，2600バーツ（１万5600

円）は全てソイセーナー自治会へ寄附された。スタ

ッフ共々，ごぐろうさん。

私が，関わった意味

ラップレースラムは，約400世帯で，閑静な高級

住宅街の外れに，びっしり家が建っている。ラップ

レーの自治会のおじさんは，私が行くたびに，「日本

にはスラムがあるか，大きいか，みんな家はあるの

か，仕事は何をしているのか」質問責めである。彼

は夫婦で市場で野菜を売りながら生計を立てている。

貧しいながらも広くて，清潔な家である。自分た

ちで，建築現場の木材をひろってきて勝手に家を建

てられるので，１２畳分くらいの部屋は，すぐできる。

ここは，部屋の一角を子供図書館にして，私たちの

活動に協力してくれている。

日本には，山谷，釜ケ崎，寿町とあるが単身者が

多い。人数も少ないせいか，どうしても影が薄い。

その点，日本を除くアジア諸国は，スラム人口が

100万，200万単位で，しかも家族総出ときている

から，圧倒的に経済や政治に影響をもつ。バンコク

でも政治家は，自分の名前を削った図書館や託児所

を作るのが趣味である。

ところで，ラップレーのおじさんは，自分のこと

より日本のスラムのことを心配しだした。家族がい

なければ淋しいだろう。家もないのか。困るだろう

なあ。政府や自治体は何をしてるんだ，仕事はある

のか。

すべての質問に答えられるだけの知識がない私は，

適当にお茶を濁してしまった。

だけど驚いたのは，おじさんが，日本のスラムに

関心をもち，我が事のように心配してくれたことだ。

自分だって，問題が山積みしているのに。

日本にいて，タイのスラムのことを心配している

人は，何人いるだろうか？タイがどこにあるか知

ってる人ですら，どのくらいいるだろうか？

ラップレーのおじさんにとっては，日本はすごく

身近なのだ。それは，私たちの活動を通してかもし

れないし，巷にあふれる日本製品のせいかもしれな

い。それにしても，日本に帰って，タイが近いなど

と感じることはほとんどない。遠い国，タイ（飛行

機で４時間50分，東京一大分より近いのに)。居る

場所が違うだけでこんなにも心の距離がある。

短い間に，私にできたことがあったとしたら，タ

イのこと，タイの人のことを自分の問題として考え

るようになったことぐらいだろう。

こんな私を快く受け入れたタイとタイの人に，お

礼を言いたい。コップンカー（ありがとう）。

群嶺

日本からの訪問者と（左から４番目が筆者）
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奨学金担当のリーラが，対象となっている子供た

ちに向けて『コーンメーク（雲)』という小冊子を作

っている。タイではもうそろそろ第２号が発行され

るころだが，８月に発行された第１号をちょっとの

ぞいてみよう。

－みんなこんにちは。「コーンメーク」という

名前の冊子を紹介します。「コーンメーク」は，奨学

生のみんな一人一人のことが，メーウおねえさんは

大好きで気がかりだということをみなさんに伝える

ために，２カ月に１度おねえさんが作る冊子です。

みんなが自分で考えてみるコーナーや，みんなが

書いて送ってくれるいろんなお話のコーナーも作り

ます。誰のお話でも次の「コーンメーク」から載せ

ます。

メーウおねえさんは先生から聞いているんで

すけど，みんなの中には時々学校をぬけ出したり，

しっかり勉強しなかったり，いつも友だちをいじめ

てばかりいる子がいるそうですね。おねえさんはそ

れが誰なのかは言いたくありません。本人は自分で

どうすればよいのかよくわかっていると思いますか

ら，早く自分で悪いところは直して下さいね。

みんなは知っていますか。勉強がしたくてもする

機会のない子供たちがたくさんいるのです。みんな

はそんな子供たちよりもずっと恵まれています。だ

から勉強できる機会がある時にはいっしょうけんめ

いに勉強しましょうね。

く私は言いたい＞

あたりまえのことだけど，時々まわりのいろんな

ことに不満を感じることがあるでしょう。もしみん

なが何か不満に思っていたら，メーウおねえさんに

書いて聞かせて下さいね。誰のお話でも『コーンメ

ーク』に載せます。そしてほんのささやかだけれど

も，お礼の賞品を受けとってね。

今回は第１回目です。わたしたちのお友だちが何

を言おうとしているのかよく読んでみて下さいね。

「私はぜんぜんわかりません。どうして人間はお

酒を飲んだり麻薬を打ったりするのでしょうか。

こうしたものは命にもかかわる習'慣性の薬です◎

お酒だって同じで飲み過ぎれば理'性を失います。

酔っぱらって他人に迷惑ばかりかける人もいます。

私はお金をためて，ごはんやお菓子を買って食べ

る方がよっぽど良いと思います｣。

（ゲーちゃん，小学２年生，女）

「どうして人間は木を切って森を破壊するのでし

ょうか。もし木を切ってしまうと，雨がたくさん

降ってきた時に洪水が起きるし，雨期になっても

雨が降らなくなってしまうのを知っていますか。

あ一あ･苦しい思いをするのはいつも農民です。

雨が降らなければお米は作れない。そうしたらど

こにお米を求めればいいのですか｣。

（チップちゃん，小学６年生，女）

＜お友だちとの１分間＞

「コーンメーク」創刊号の今回，メーウおねえさん

はみんなに，ウタイタラート寺学校小学２年生の女

の子のガーロン・テンガーム，通称グンちゃんを紹

介したいと思います。

－グンちゃんは今何が１番ほしいですか。

ｸﾞン鉛筆がほしいです。ほかのものはほしくあり

ません。特に先の丸くなった鉛筆が大好きで

す。それだときれいな字が書けるからです。

－大きくなったらどんな仕事をしたいですか。

グン先生になって子供に勉強を教えたいです。

一家ではどんなお手伝いをしていますか。

グン毎日おとうさんの寝床のかやをつるのが仕事

です。今は自分の服の洗濯もできるようにな

りました。

－お友だちみんなに何か言いたいことはありま

すか。

グンみんなどこかで私に会ったら，「こんにちは」

って言って下さいね。

このほかにも『金貨の袋」という物語や，クイズ

など盛り沢山。全部をタイ語から日本語に翻訳して

下さった森千也さん，どうもごくろうさまでした。

－１３－
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お元気ですか。日本の気候はいかがですか。タイ

では今，冷たい風が，とくに田舎では強く吹いてい

ます。

１１月の初め，私は農村開発活動の最終的な調査の

ために，ブリラム県，Ａ郡，タンポン。Ｍ（タンポ

ンは村の集合体の意）で１カ月近くを過ごしました。

最初に，私の友だちの友だちが小学校の校長をして

いる村，バン・Ｍ（バン＝ムーバーン，行政組織の

末端単位，ひとつのまとまりを示す村落，日本で言

えば村にあたる）を訪れましたが，ここでは短期間

のうちに村長や村民と，とてもいい関係を持つこと

ができました。また，タンポンの委員会と連絡をと

り，タンポン内のほとんどのムーバーンを訪ねるこ

とができました。

タンポン．Ｍには12のムーバーンがありますが，

どのムーバーンも貧しく，電気のないムーバーンも

あります。村落を結ぶ道はありますが，もちろん舗

装しているわけではなく，なんとか道と呼べるよう

なしろものです。彼らのほとんどは専業農民で，主

に米を生産しています。換金作物として麻，砂糖キ

ビ，キャッサバなどを少々栽培しているほかには，

自家用野菜が少し，あと，自家用織物生産のために

桑を植え，蚕を飼っています。

彼らの抱えている問題は，乾期の飲料水不足，稲

作のための降水量不足，低収入，借金，そして新し

く獲得するものが何もないのに，彼らのすばらしい

伝統や文化が失われつつあることなどです。

私は，１２のムーバーンのうち，バン。Ｍとバン．

Ｎにもっともひかれ，この２つのムーバーンを集中

的に調査しました。

発事業担当

美佐子

バン。Ｍ

まずは，たいへん貧しい村であることをお伝えし

ます。タンポン．Ｍは郡庁からは一番遠い位置にあ

り，行政の恩恵にはほとんど浴していませんが（し

たがって干渉も少ないのですが)，バン。Ｍも例外で

はありません。

農村開発は，村民の自主的，積極的な参加が成功

の最大の要素ですが，バン。Ｍでは村民間の関係が

とてもいいので，おおいに期待できます。また，村

落の指導者的な人々である村長，小学校の校長，す

べての教師などはお互いにいい関係にあり，みんな

生活の向上に興味をもっています。教師たちは，か

つて彼ら自身の手で共同菜園や給食活動などを試み

たこともあるのですが，経験と広い視野に欠けてお

り，成果をあげられないでいました。

村民は，私のようなよそ者にも非常に友好的な人

たちなので，活動地としてはうってつけです。彼ら

はＪＶＣに自分たちの村にきてくれるよう，心から望

んでいます。

バン｡Ｍで活動することの利点のひとつに，バン

．Ｍが近隣一帯に古いムーバーンとしてよく知られ

ており，他のムーバーンの母村であったことから，

ここでの開発は，他のムーバーンに波及しやすく，

足掛かりとするには最適の村であるということもあ

ります。バン．Ｍには，まだ古い文化や伝統が保持

されており，これらを奨励するのも意味のあること

と考えます。

村落の規模は，130戸と，大き過ぎも小さ過ぎも

せず，ちょうど手頃です。
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バン｡Ｎ

バン・Ｎはタンポン。Ｍ内で最も貧しいムーバー

ンです。村民のほとんどは土地なし農民で，農業労

働者として働いており，たくさんの農民が村落をあ

とにして，コーラートや他の地方に働きに行ってい

ます。リーダー格で，尊敬を集めている人もいるの

ですが，村落内にある２つの寺のうち，膜想寺の僧

には問題があるようです。出家する前（タイでは，

男であれば誰でも簡単に出家したり還俗したりでき

る）に何か争いがあったようで，村長と犬猿の仲と

いうありさまです。また，出稼ぎの人たちが多いた

め，実際に活動を始めたとき，村作りに参加できる

人たちが限られるであろうなど，問題は多いのです

が，それもこれも根本の原因は貧困にあり，このよ

うな村で，一朝一夕に成果を上げようというのは無

理な相談なので，ゆっくりやっていく以外ありませ

ん。戸数は約60戸です。

バン。Ｎには，いまだに動力を使った精米機が一

台も無いのは驚きでした。今ではほとんどの村から

臼は消えてしまったのに，ここでは毎朝，各家庭か

ら臼で米を褐く音が響いてきます。

村落の決定と活動の開始

さて，私は数カ月にわたってチャチュンサオ県，

ブリラム県などの村落を調査してきましたが，最終

的に，上記のブリラム県のバン．Ｍとバン．Ｎを，

JVCの活動地として決定したいと思います。東北タ

イには多かれ少なかれ，問題を抱えている村が多い

のですが，上記の２つのムーバーンに決定しようと

する主な理由は，とくにバン。Ｍで，将来にわたっ

て村のリーダーとなっていけるような人たちと出会

えたことにあります。いずれ，私が引くときがきま

すから，そのあと村民にどのように引き継いでいけ

るかが，何といってもプロジェクトの成否の鍵です

からね。

まずは，波及効果の大きいバン。Ｍで活動を開始

し，真のターゲットをバン･Ｎにおきたいと考えて

います。

活動は，村民の意見を聞きながら１年の計画をた

てるところから始めるつもりですが，手始めとして

は，もう一度，村民をも巻き込んだ給食プロジェク

トから始めていくのが一番いいのではないかと思っ

ています。学校に菜園を作り，子供たちに給食用の

野菜を栽培させると同時に，鶏を飼い，共同労働で

今ある池を深くして魚を養殖，また蛙の養殖もでき

れば，家ではトウガラシ味噌とご飯だけの食事しか

できない子供たちも，とにかく一日一食はビタミン

や蛋白質などの栄養を確保することができます。生

徒数は，３年前に分村したバン。Ｂからの子供たち

も含めて，約170人です。

バン。Ｍには公共耕作地がありますので，ここで

有機農業を実施し，薬草など伝統作物を見直すとと

もに，他の野菜に豆類を混植するなど，土壌作りか

らいろいろやってみるつもりです。また，各家庭に

おいて，豚，鶏など家畜の飼育や，魚の養殖，果樹

の栽培などを盛んにし，家族全体の栄養向上をめざ

したいと考えています。労働交換など，彼らが伝統

的に獲得していたシステムを，農村開発活動にどの

ようにいかせるかが私の課題です。

これはまだまだ先のことですが，農民たちのスタ

ディーツアーもそのうち行いたいと考えています。

以前，訪問したクワ先生の多角農場とか，ロンパオ

ナーン師のいるバン・ターサワンもきっと彼らのい

い参考になるでしょう。

そして水確保のため，池や用水路の整備にいずれ

は手を付けることになると思います。

ではまたお便りします。

＊＊＊

ＪＶＣの農村開発活動の調査がやっと煮詰まってき

た。痩せた土，水利の悪さ，現金収入のなさなどか

ら，東北タイで最も可能性の高いのは，水利の整備

とともに有機農業の充実とコメンは考えている。幸

い，水牛や鶏の糞は容易に手に入る。コメンは愛媛

の福岡正信氏の自然農法に関する著書や，どこで手

にいれたのか，日本のテレビで放映された埼玉の菅

和男氏の有機農業の，ダビングにダビングを重ねて

画面がぼやけきっているビデオなどを見ては研究し

ているので，一度は日本に招待していろいろ訪問さ

せてあげたいと考えている。

しかし，ご承知のように，日本国内の移動は，英

語があまり得意ではないコメン＋１名の交通費，宿

泊費を考えると，かなりの額に上りそうで途方に暮

れてしまう。どなたかこれはと思う農業をやってい

る方をご紹介くださるとともに，お宿を引き受けて

くださいませんでしょうか。よろしくお願いいたし

ます。
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ＣＤ(地域開発)チーム､最近の報告書から

図書館活動一ローイカトーンの日

1987年１１月５日，満月の夜，クロントイ図書館で

は，スラムの子供たちを集めてローイカトーンのお

祭りをやった。ローイカトーンとは，日本で言うと

お盆に行う精霊流しのような行事で，蓮の花を形ど

った燈ろう（カトーン）に，ろうそくや線香を立て，

願いを込めて川に流すのである。クロントイには，

きれいな川などなく，溜池のような水溜りがあるだ

けである。

そこも，昼間見る限りでは，真っ黒に濁った水し

かない。しかし，夕闇が迫ってくれば，そんなこと

は問題ではない。

子供たちは手に手に３バーツ（１８円）～５バーツ

(30円）で買った，または，お母さんやお父さんに

作ってもらった燈ろう（カトーン）をもって，図書

館の前に集まってくる。

カトーンを流す前に，爆竹を鳴らし，ローイカトー

ンの歌を唄い，ゲームをやってムードを盛りあげる。

夜７時，たっぷりと日は暮れ，しびれを切らして

いた子供たちは，我先にとカトーンのろうそくに火

をつけて流そうとする。

ミニ図書館

新しいコーディネーター，スタッフと共にミニ図

書館建設予定のナンシースラムへ出かけ，住民たちと

話しあいをもった。ナンシー住民委員会は，ミニ図

書館の青写真を提出し，次の手順によって建築する

様になった。

１：建築費用のトータルは約２万5000バーツ

２：ＣＤチームは，２万バーツを支援するが，現金で

はなく，建築材料を買う。残り5000バーツは

カトーンの上には，おさい銭よろしく１バーツが

のせてある。ろうそくに火をつけて流すやいなや，

男の子が数人ドポンと水に飛びこみ，流れていった

カトーンを追いかけ１バーツを拾い集める。花火も

登場して，カトーンを流し終った子は，花火をくる

くる回して遊び始める。

みんな幸福になりますように，爆竹でいたずらを

しすぎませんように！

"職¥:灘鷺

鍵譲蕊謬Ｉ

まっ黒い水も平ちゃら。この水たまりに燈ろうを浮かべる。

ナンシー住民委員会がもつ。

３：建築作業終了後，地域開発チームはミニ図書館

活動に対し，本，図書館用具，文房具のために

さらに，5000バーツ支援するつもりである。

４：建築作業は，約１０日間，ナンシーの住民自身に

よって行われる。私たちは，１９８７年12月末の

内に作業を開始することを決定した。

左は２月４日のナンシーミニ図書館。

通路（看板のある所）の右半分がJvcの図書館で，

左半分はスラムのインフォメーションセンターとし

て使われる。ここではスラム住民の呼び出し等を行

うという。

図書館はまだはめ板がなく未完成であるが，おい

おい住民たちが買いそろえる。通路のかくには求人

票なども張って，大人たちにも大いに利用されるよ

うに工夫をこらしている。

Ｔｒｉａｌ＆Ｅｒｒｏｒ７７
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ＣＤチームのオールキャスト

左から，サムルアイ（図書館管

理，ＪＶＣに入って８年。昨年結

婚)，リーラ（奨学全相当，子供

が大好き)，岩崎美佐子(地域開

発・事業担当)，スパチャイ（移

動図書，昨年11月からＪＶＣに

参加)，コメン(農村開発，日本

で研修を希望)，バティト（コー

ディネーター，力ラワン・バン

ドで歌っていたこともある)。

キャンプ1987年10月30日～11月１日（２泊３日）場所：サラブリ県クロン寺院公園

集合時間は午前９時。子供たちは手に手に着がえ

をつめこんだバッグをもって，時間前に集まってき

た。

７カ所のスラムから，１１５人の子供たち（７歳か

ら15歳まで）が，キャンプに参加した。

前回のキャンプでは，子供たちは無料参加であっ

たが，それでは子供の主体性を失うというので，今

回は１人１日２０バーツという額にし，参加費を集め

ることにした。出発前にお金を集めたが，「これで

おいらの財布からつぼだよ」と財布をみせてくれる

子供。おこづかいは手に握りしめた10バーツだけ，

なんていう子供がほとんどだ。

だけど，心はキャンプへの思いでいっぱい。楽し

い２泊３日の始まりだ。今回は，スラムの若者や大

学のサークルのメンバーが20人近く，応援にかけつ

けてくれた。

キャンプ地は，山に囲まれた平原にお寺がポツン

と立ち，その平原をとり囲む山の間から滝が流れ落

ちているきれいな所だ。

女の子たちは，お寺の空き部屋，男の子たちは，

野っ原にテント住いした。

ナンシースラムからは，有志のお母さん４人が食

事のお世話で参加してくれた。

子供たちは，他のスラムの子と過ごすのは初めて。

最初は自分の地区だけで集まって生活していたが，

遊びを通してだんだんうちとけていった。

キャンプ地の横を流れる滝は，滝つぼあり，浅瀬

ありで，このうえない遊泳地である。アプナム（水

浴び）も，男の子はパンツ１丁，女の子はサロンを

巻いて，滝つぼにとびこむ。浅瀬ではシャンプー片

手にせっせと水浴びに励む。キャーキャー水をかけ

あったりして，大騒ぎである。

２日目は，朝８時から登山である。弁当をビニー

ル袋につめて，約10kｍ歩く。スラムでとびはね

る子供たちも，ここではくたくた。放牧してある牛

をみて，逃げ回ったり，蜂にさされたり，都会っ子

の一面をみせてくれる。

夜のキャンプファイヤーでは，各チーム別の寸劇

にみんなが笑いころげた。

夜も更けて，１２時をまわる頃，キャンプファイヤ

ーの火は消え，あたりに静けさが漂う。初めて親元

を離れる子供もいて，夜になると，目が痛い，足が

痛いといって起き出してスタッフを困らせた。

帰る日は，御飯を食べる間もおしんで歌・ゲーム

を行った。迎えのバスが遅くなって，子供の帰宅を

待つお母さん方を大いに心配させてしまったが，エ

キサイティングな３日間を過ごし，子供たちはいろ

んなことを学んだであろう。

キャンプで水遊びする子供たち

－１７－
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⑭
サイト２での補助給食活動の

任務を譲り渡す 雪Jｆ

オーボク

ＪＶＣは１９８８年３月末をもってサイト２での補助

給食活動の任務を終了することになった。

ノルウェーの法律学者グレプ博士は，昨年９月，

タイ・カンプチア国境に集結している約27万人のカ

ンプチア人の避難地は「国際的に後援された事実上

の収容所なのか？」と疑問を呈していた。８つある

避難地は全て国境に近すぎ，２７万人の避難民はカン

プチア国内からの大砲の射程内にある。

サイト２はその中で最大の避難地である。そこに

住む約16万人の避難民のほとんどはＫＰＮＬＦに支配

されているが，ここが開かれた１９８５年以前は，国

境上に点在していたいくつもの難民村に別々に暮ら

していた。その頃，それぞれの難民村に対して別々

のボランティア団体が活動を行っており，その名残

で，現在もサイト２ノースという同じ敷地の中で病

院と補助給食のためにそれぞれ３つの団体が活動し

ている。そのことが避難民同士の過当な競争とあつ

れきを引き起こしてきた。

最近のＷＨＯ保健使節，ＷＦＰ評価使節，シール

ド・アジア保安コンサルタント会社のそれぞれの報

告書に基づいて，ＵＮＢＲＯ(国連国境救援機関)はサ

イト２ノースの病院と補助給食の活動の合理化（再

編成）の計画を推進してきた。ＵＮＢＲＯとしては国

境でその傘下で活動するボランティア団体の総数を

今のまま（13団体）に保ちたいため，ＪＶＣにサイト

２ノース全体の補助給食の活動を1988年から任せ

ようと起案した。昨年６月最初にその話があった時，

ＪＶＣはその案に同意した。しかし，他の団体（ＣＡ

ＲＥとCOERR）は総論では賛成しても，自分たち

の任務をJVCに譲り渡すという各論ではその案を受

諾しなかった。

タイ政府はＵＮＢＲＯの提案した計画に対して反対

していない。一方で，何カ月か前から，タイ当局は

サイト２における避難民の生命の安全を守り，人権を

保護するための方策をＵＮＢＲＯと進んで話し合い始

ｈ●‐■●Ｇﾛ●-■●■●●●■●●８

めた。安全と保護とは①カンプチア国内からの攻撃，

②キャンプを警備するタイ軍遊撃兵の暴行，③避難

民同士のあつれきのそれぞれから，という意味であ

る。

補助給食の活動の長期的な目標の１つはフェイズ

ィング・アウト（段階的になくなること）であるこ

とに，ＵＮＢＲＯも他の団体も気づいている。従来３

歳以下の子供を対象としていた補助給食は,1988年

からは２歳以下の子供を対象とするようになった。

そのような状況も鑑み，またJVC全体としてタイ・

カンプチア国境での活動に適当な人材を配置できる

目処が立たないため，延長された契約の切れる1988

年３月末をもってこの活動の任務を終了し，それを

他の団体に譲り渡すことになった。（古西勇）

ノンサ

UNBRO傘下でサイト２の

補助給食活動を行う，ボラ

ンティア団体の管轄地域

Ｏ

縮尺：：ｋｍ

蕊勤Ｊｖｃ

自COERR(タイの団体）
ＺＣＡRE(米国の団体）

〆

ベトナム人Ｖ

プラットホーム
〃

サイト２サウス 菱
／
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緊急食糧援助中間報告

「君たちはもうすでに多くの被災者の生命を救っ

た｣。今年の１月マーシャ村を訪れたスウェーデン援

助省の調査官は，他団体に先がけて始められたＪＶＣ

による緊急食糧援助を激賞してくれた。最悪の被災

地の１つコレブ地区でも87年８月に開始したFood

forWorkにより，栄養状況の極度の悪化，人口の

移動等飢漣の深刻化を示す変化はあらわれていない。

また，この労働の結果，265kｍの支道（人道)，

10kｍの道路建設，７２カ所の湧水の保護，５kｍの土

壌保全施工が行われた。

被災地に隣接した地点で迅速に対応したJVCエチ

オピア人。日本人スタッフの努力と，支援して下さ

った人々の手によって為された成果である。緊急ア

ピールに応えて下さった方々に謝意を表したい。８８

年１月現在３３１万７６６４円の一般募金が集っている。

現在までのところ，コレブ地区14村，約３万人を

対象に食糧を配給してきたが，その過程において次

のような被災者の実状が浮きぼりにされてきた。

①村役場に住民を集め，食糧配給のためと登録を

するが，ここまで出て来れない身寄りのない老人は

対象者のリストからもれてしまう。また，税金や強

制移住を免がれるため，村人の半数が住民登録を済

ませておらず，政府は被災者の実数を把握していな

かった。ＪＶＣがこの村で活動を開始しなければ，こ

うした自衛手段をこうじざるを得ない弱い層は，認

知すらされずに置き去りにされていたであろう。ま

た，前回の飢鯉の時に孤児になり，家畜の世話をす

るかわりに農家に養われている子供たち，食いぶち

を減らすために離縁された婦人たちの姿も目につく。

②個渇した泉の数が増え，数少ない水場の前には

朝早くから行列ができた。人々は眠る時間をさいて

飲料水を確保している状況である。

③普段でも子供たちは大人の残り物を食べている

状態だが，既存の食生活の中ではそれなりに栄養の

バランスを保ってきた。だが，配給食料は小麦。食

用油のみであり，状況が長びけば障害をおこしやす

くなる。現にビタミンＡの不足によると思われる目

の疾病が発生し始めた。

災害の予防を

８７年大雨期の雨不足に端を発した干ばつは12月～

このようなことを２度とくり返してはならない。

１月の収穫に大打撃を加え，少なくともエチオピア

全人口の1/８が被災地に住むと言われている。ＪＶＣ

が活動を続けるウォロ州マクデラ郡でも87年大雨期

の降雨は例年の1／３だった。その結果，収穫量は低

地で例年の10％，高地で30％以下であり，６万8000

人が食糧不足に陥っている。被災地の農作物の90％

が大雨期（６月末から９月）に依存しているため，

たとえ88年の大雨期に充分な降雨がみられたとして

も，収穫期までの約１年間は食糧自給の見込みはな

い。一年間の供給必要食糧は全土で100万トン，マ

クデラ郡で５０００トンである。

しかしながら今回の干ばつに対しては海外からの

救援団体・国連。エチオピア政府がそれぞれの担当

地区で87年９月以降，迅速な対応を始めており，一

丸となって飢鰹そのものを未然に防ごうとしている。

雨不足，作柄不良，それにともなう市場価格の変動，

人口の移動等飢鰹の兆候をいち早くキャッチし，

被災地の調査を行い，食糧配給計画をたてる。その

計画に従い，食糧。輸送力・倉庫を確保し，被災地

に可能な限り近い地点で食糧を配る。配給のやり方

も道作り等村の基盤作りのための労働報酬として配

るＦｏｏｄＦｏｒＷｏｒｋを優先し，体力の弱い層に対し

てのみ無償配給を行う。緊急医療を行うのは最後の

段階で，その必要'性が生じた時点では多くの人々が

飢死を免れ得ない。海外から食糧・輸送。配給に関

わる経費さえ集まれば，人類初の災害予防の総合的

取り組みは成功を収めるであろう。

今後の活動

ＪＶＣは，実｣情を調査しつつ，よりきめの細かいや

り方で，６万８０００人の被災者に対する活動を今後

一年間継続してゆく。特に子供。老人等置き去りに

されやすい人々に必要な栄養源が行き届くよう努力

してゆきたい。また，水不足の問題に対しては，浅

井戸等新たな水場を確保してゆくつもりである。

年間総予算１億3000万円，皆さんの御協力により，

食糧の確保が進み，悪路を耐え得る２台のトラック

の発注を終えた。だが，まだ3000万円の経費が不足

している。（林達雄）

－１９－
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ＮＧＯを
訪

曹洞宗ボﾗﾝﾃｨｱ会署
（ＳＶＡ）’

〒170東京都豊島区巣鴨１－２８－５

ヒカリビル201号

TＥＬＯ３（945）０９８１

馨

巣鴨駅から歩いてたった２分。本当に近い。湯島

にある某事務所もこれくらい近ければなあ，と思っ

てしまった。曹洞宗ボランティア会（SVA）東京本

部は線路に近いビルの２階にある。そこで，会の事

務局長である有馬さんにSVAのスラムにおける活動

を中心にお話を伺った。

ＳＶＡは1979年のインドシナ難民発生にともなって

設立された，曹洞宗東南アジア難民救済会議を前身

としている。曹洞宗という名前からして宗教団体の

一部ではないかと思うかもしれない。歴史的経緯か

らみると初期は関係あったようだが，現在は組織的

にはまったく拘束されておらず，補助金もつけられ

ていない。しかし精神的な面では，ある程度影響を

受けているようだ。スタッフの中には曹洞宗という

名前を消して宗教的イメージをなくしたらという人

もいたが，「ボランタリズムに謙虚」であるために，

あえて宗教的イメージの名前にしていると言う。

タイにおけるＳＶＡの活動は，主に難民が自立する

ことを目的とした，図書館活動，図書出版活動等を

中心にした教育・文化面に関する支援を行っている。

このような活動をしている理由の１つには，日本の

ＮＧＯが欧米と比べて難民救援に出遅れたため，小

さなプロジェクトしか残っていなかったということ

もあるが，ＳＶＡ自体の方針として，「小さくても安

定したプロジェクト」を心がけているためでもある。

したがってその予算の70％は自己財源である。

ＳＶＡはタイのスラムにおいても図書館運営などを

行っているが，スラムでの活動については'慎重のよ

うで，「こうあるべきだと，予見をもってのぞむべき

でない」と有馬さんは言う。難民の場合は100％援

助がなくては生きていけないが，スラムに住んでい

る人は自分たちで生活しているからだ。また，スラ

ムの人たちの悩みや問題点を同時体験するのは不可

能で，スラムという状態を１つの概念で捕えること

自体も誤りとも言う。スラムの中にいる人々の生活

状況は様々であるし，スラムに居住するようになっ

た背景もそれぞれ違うからだ。

図書館運営をしているとおもしろいことがわかっ

てくる。子供の創造性を引きだす場合，言葉を通し

てだけではうまくいかない。むしろ人形劇の形をと

れば，人形の表'情は１つしかないから，見ている人

の感'情移入により表'情が無限になり，自分の意識が

外にでてくる。それにより子供の創造性が引きだせ

る。スタッフ自身それを体験すると絵本を機械的に

読まなくなってくる。だがこれはスタッフの資質に

もよるので，誰もがうまくいくとは限らない。

図書館も，単に本が並んでいればいいのではなく，

子供に本を読んでもらうには，本の並べ方をどうす

るか，書架の高さは子供の目線を考えるなどのテク

ニックも非常に重要になってくる。

ＳＶＡはタイのＮＧＯの１つ，プラティープ財団と

姉妹関係にある。プラティープさんとSVAのタイ事

務所長の秦さんが夫婦だからということもあろうが，

その割には意外とシビアな関係のようだ。ＳＶＡがプ

ラティープ財団に手助けを求めても，場合によっては

プラティープさんは「それはダメです」ときっぱり

と断わる。有馬さんもそんなことをみごとだと言う。

スラム関係のスタッフは秦さんと日本人がもう１

人，タイ人が４人いる。どこの団体でも同じだが，

人間関係には気を使う。それにタイ人であっても，

高学歴の人は固定概念を持ちこむので，住民とのト

ラブルもあるらしい。これは日本人，タイ人双方に

いえることだが，やはりこの活動するスタッフの条

件としては，子供が好き，子供といたら心が落ちつ

き楽しい人でないと向かないようだ。

スラムでの活動をいかに日本に向けてフィード・

バックするかについては，スタディーツァーやスラ

ム情報などが考えられる。しかしそれがなかなかそ

う簡単にはできない。その理由は日本人ボランティ

ア，スタッフをみてもそうだが，日本人自身が日本

のことを知らないからだと言う。「アジアからの視

点」とよく言われるが，私たちが何も知らないとい

うことを知らされることの方が多い。

最後に今ＳＶＡにとって今必要なものは何か尋ねて

みた。返ってきた答えは人と金。特に人については

１年程度の短期ではなく，２年，３年と腰を落ちつ

けて活動できる人を求めている。どこのＮＧＯも求

めるものは同じのようだ。（正木幹生）

Trial＆Error77
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ＪＶＣプロジエクト

活動地名

東京本部

神奈川県

<ＪＶＣ神奈川）

唖

エチオピア

(ウォ'｡州）

活 動内容

渉外，１J業計、，資金調達，ボランティア調整，会計

総務，情報収集および広報等。

機関誌「トライアル・アンド・エラー』発行。

ＪＶＣ説明会・毎ﾉ』第１月曜日午後６時～９時

第３土曜日午後１時～４時

学習会月１回午後６時～９時

(希望者にはハガキにて連絡）

神奈川県内における渉外，事業計画，情報収集，資金

調達等を糠うｏ

神奈jIl県及び県内の市民団体との共何事業の企両，運
営。定住難民プロジェクトのコーディネーション

ＪＶＣ説明会毎月第１火曜日午後６時～９時

毎月第２土曜日午後１時～４時

１月ﾕ９KIにＷＣ宝催で，新進ピアニスト木幡律子さ
んによるチャリティ・コンサーi､が開かれた念コンサ

ーートの収益金は全額ラオスのプロジニクトに寄付され

る｡

●定住難民プロジェクト

12月27円（日〉埼玉地匡の活動者の今村さんを中心に

定住者]20人が集まり，クリスマス・パー･ティが行わ
れた。ＪＶＣの活動者だけでなく，地域の人々が積極
的に参加する新たな交流の場にもなった。
『もしもしあのね』第５号のためのミーティングが行わ
れ，編集方針を新たに打ちr・Iした(：もっと活動に役立
つより良い機関誌をめざしたい。

●東金農場

東金農場の今後の発展について，地元の支援背と

ＪＶＣ代表等の話し合いが続けられている。

●緊急食料援助

他団体に先がけて87年８月より開始したfoodｆｏｒ

ｗｏｒｋにより，現在のところ飢餓の予防に成功して

いる。しかし次の収穫期まで１年間村人の生命を守
るため,約65万人を対象とした食糧配給を続けざる
を得ない。食糧，輸送力，倉庫の確保を急いでいる
●総合的復興促進

ﾕ．植林

農民，母親，子供を対象に指導，その後家庭植林

用に苗木を酉ＭＪｏ１皇壌・水源保全用に植えつけを
終えた。

2．保健．栄養

家庭菜園，離乳食の訪問形式による奨励が母親自
身の手で行われつつある。地元診療所とともに母
子健康相談も実施している。
3．給水

清潔な飲料水確保のため，泉の保護をしている。
種子銀だ｡，農業教室も引き続き行っている。

－２１－

1988年１月２５日現在

出資団体

全国社会福k1:､協

議会

ジャパン・タイムス

神奈川県福祉部

横浜キヮニスク
ラブ，全国老人

クラブ連合会，
国際交流ホスピ
タリティ・トラ

スト，禅林寺龍

華会基金，｜チャ

リティ・ウオー

クかながわｰ

ＣＲＤＡ

西木願寺，チャ

リティ・サイク

ル，メツノール

修道士会，全国
老人クラブ連合
会，バンド・エ
イド，東京グリ

ーン・ウォーク，

ジャパン・タイ

ムス，モラロジ

･－ＭＩＲＣ，ｒｌ,ree

forlifeの会，

栄光学園,｢チャ
リティ・ウォー

クかながわ：

損、'１者

岩崎駿介（代表）

星野昌子（事務局長）

加藤志保，林達雄，

前川昌代，鴇出邑方，

占丙男，富安光ｆ，
岩崎美佐子，柴田久史
アイネス・バスヵビル

山口誠史

111口誠史，落合正幸，

谷本栄子‘他約60人

ヂ:木勝幸，五・|嵐裕昌，

松岡美奈子，飯塚美奈

加納妙，伊藤達男，

伊藤幸子，有本敦子，
山田盛

イエッi､ベルク，ソＴ２モ

ン，バレタ，フェテルワ

ルク，ダダ.エル

Ｔｒｉａｌ＆Ｅｒｒｏｒ７７
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活動地名

,ソマリア１
マガネイ・キャンプ

（ケドー･郡）

ハルバ・キャンプ

（ゲドー郡）

ジャポレ・キ』ｱンプ

(:-ラン郡）

/プノンペン
カンダール県

プレイベン県

(スバイリヱン県

カンプチア

活 動内容

●農業による自立促進

難民が自生的に作ったグル・プに，ＪＶＣがポンプ・

農具・ディーゼル燃料を貸与する，グループファー

ミング方式は順調に進んでいる。この方式をとった
ミルドバ，シルカ;･'一ル，アフマッドの新グループ
を加え，現在農場は133ｈａになる。
●現金収入プロジェクト

かり屋，パン屋，水屋が進行中，それぞれＪＶＣへ
の返金は予定通り行われている。
●コミュニティー・サービス

焼き物，帽子製作のトレーニングコースは順調であ

り，徐々に製品も売れるようになった。

英語教窄もスタ・卜した。

ソマリア人スタッフとワーカーによって３月（もしく

は４ｊｉ）の終了〕ら定に向かい活動が続けられている。

主な日常活動は次の雨期（４月〉に難民に配給するた
めの苗木の育成と既存の植林区での水やり作業である
収入プロジ"クトはパン屋，ドンキーカ･‐卜とも，対

象暫はＪＶＣへの返金を終了し，独立していった．

雨の少なか・た雨期が終った。干ばつのため，全国的

に米生産の3()～35％の被害が予想され，特にカンダー

ル県，タケオ県，‐’ンボン・スプー県，プレイベン県

の４県の被害がひどい。
１．サンタピー巳ツプ〈平和＞技術学校，ワーク・ショ
ソブ｡

１月ﾕ2日より，技術学校の試みとしての機械Ｌ初心

者.句研修が３カ月の:１．．スで開始された。タッカン

とディアンが指導に当たり，３５人ほどの訓練生が出
席している。

ワーク・ショップでは，１１月後半にＯＸＦＡＭ･ベル

ギーの内勤車を修理した。現在はＷＣＣの唯下氏を
通して，カンプチア婦人同盟の自動車（日本の婦人
団体連盟より寄贈されたもの〉の修理をしている。

本格的なトラックの修理を開始するため，日本から
スペァパーツを取り寄せている。

2．井戸掘り／給水（ＯＸＦＡＭと共同）

プレイベン県，スベイリエン県で続行I:]。

3.プレック・ピノウ孤児院援助

８月１３『]，男子療の補修完成。雨漏りもなくなり非

常に明るくなった:,雨といも水タンクも完成し，あ
とはトンレサップ11.からの給水と浄水システムを残
すのみとなった。

４ライン・プログラム

１２月23Ｈ，ＰＭＩ〈母子保健局〉よりプノンペン郡ラ
インセンターの建設に関する見積書と設計図が提出
された。セメントなどの資材の購入はカンプチア国

内で可能となった。

４月からＳＨＡＲＥの本田医師と釘村看護・助産婦が

活動に参加する予定。

冊資団体

:７ＮＨＣＲ，

創価学会青年平
和会議，

仏国土をつくる

う会

朝日新聞厚生文

化事業Ｍ，

砂漠に種をまく

人の会，

Ｒ,Ｉ・ジャパン

全国老人クラブ

連合会，
創価学会青年延

和会議，
壬ラロジーＭＩＲＣ，

i立正佼成会，

自動車労連，

庭野平和財測，

ＩＬＣチャリティ

グループ

西本願寺

善興寺ダーナ基
金，

高岡青年僧侶会
覚法寺,l~チャリ
ティ･ウォーク

かながわ.：

担当者

鳩紀晶，金子一弘，

モハメッド・アブディ，

シアッド，荻ノ進善六，

船川秀夫，中岡哲也，
モハメッド，ブシッド，

アオキ，アブディ・ジョ

フ

シニクリ

熊岡路矢，蓑円健・・

蓑田玲子，馬清

マツ・一・キャマル，

〔カウンター・パート１戸

タック・カン，メアス・

サメット，ゲット・ソー
ン



活動地名

国 ンコク事務所

カオイダン

(カンプチア

難氏キャンプ）

国境のサイト２，

ノンチャン

(カンプチア

難民村）

パナニコム

(第三国旭住待ち

難民一次収奔施設）

地域開発

(バンコク祁内の

スラム地区）

活動内容

渉外．１jI業計面，資金調達，ボランティア調整，会計；

総務，悩報収集および広報，バザーー，古本のセール。

季刊『ニュー･ズ・レター』（英語・タイ語〉発布。

●西崎憲司記念技術学校

１月９日，１９８７年度第４期の卒業式があった．卒

業生の数はﾕ７４人．現在１９８８年度第１期の授業

が始まっている。

最近，アメ:ノカを:::心にカナダ』オー･ストラリアな

どの症住インタビ畠:.－がにわかにふえている｡

●補助給食・栄養保健教育

ＵＮＢＲＯからの基金配給の対象が身長llOcm以ｋ

の女性ｘ２．５(家族分)であったが，家族単位のファ
ミリーノート制にかわり量も増えて，令員が配給を
受けられるようになった。

それにともない今年から補助給食のドライパックの

対象が３歳以ドから２畿以Ｆに引き下げられること
になった。

ＪＶＣはノンチャンのプｒ１ジｊｚクトから今年の３月い

つばいで引くことに決疋した。

●文化オリエンテーション

・口本定住~予定者

①副本語学習の雄礎（読み，書き，聞き取り）

②11本譜のi]常会話の習得

③Ｈ本に関する概略的な理解を促す
④渡航に必要な事柄への理解と実習

。Ｈ本以外の国への定住予定省に]三続きの理解を深

めてもらう。

●奨学金援助

●クロントイ図書館

子供のためのjを映会や各唾行事を行診ている。
●移動図書

スタッフが交代することもあって活動地を縮少し，

より密な関係を地域と持つために，活動内容の再検
討をしている。

●移動学習センター（プラティープ財団，ＦFSC,ＪＳＲＣ

との共同プロジェクト）

１２Ｊ１木をもってＪＶＣのプ宮グラムはJSRCに移行:’

たｃ

●農村

テャヤプーン，コラートなどで活動地選定の凋斉中
である。

人材派遣プロジェクト

フィリピン ･国際移民委員会<IＣＭ)…第望国定住了続きにとも

(ＰＦＡＣ， なう医療業務及びキ４，ンプ内でのプライマリ・ヘル

パラワン烏） スケアー。

－２３－

出資団仏

全国社会福犀祉協

議会

ＵＮＨＣＲ

SＶ（Stichting

vluchteling）

ＷＦＰ／ｍＪＢＲＯ

犬理教下葉

モラロジーＭＩＲＣ

ＪＯ罰lＣ

城西病院

担当者

ポンピモン・チャイ･プ･･ン

街原淑子』谷:Ｗ博史

力千ン・ミンムアン

スン･昌一・テイチャリえｱクン

ソムヨット・ラタナタム

清水俊弘

ブーム，チャンチャイ

トンバイ，スピチや，

カレン，前野博美，

アドレアン

フォード・順子

鶴岡詳*!;，北代るり，

アナン・ブダミリンプラ

ﾃｨｰブ,

ウィパ・ロンプリック

パティト・チャンスリヤオン

スパチャィ・セ．．Iルー，

サムルアイ・ジョンヨークラ

ン，リーラ・クンブロン，

二iメン・スンサマラヤ

石井弘代

Ｔｒｉａｌ＆Ｅｒｒｏｒ７７



犬養道子．『みどり一為募金（１２～１月小計1,493,859円）東京0-212497

犬養道子さんの御厚意により，ＪＶＣに上記の口座を設け

ることになりました。この募金はエチオピアの植林プロ

ジェクトに使われます。

Trial＆Error（試行錯誤トライアル。アンド・エラー）第77号

発行日昭和63年２月２０日発行(毎月２０日発行)通巻77号

昭和57年９月16日第三種郵便物認可

ＪＶＣの活動とその目的に御理解を

しみなさまの募金が支えるＪＶＣの活動一救援活動をより充

実させるため，以下の募金をお願いしています。なお募金の

20％をＪＶＣの運営経費に充当させていただいています。

Ａ,アフリカ難民救援募金（１月小計166,100円）アフリ

カの難民・飢餓民への救援プロジェクトに使われます。

Ｂ・グリーン。フォー･アフリカ募金（１月小計266,500円）

アフリカの土壌回復，農業，植林等に使われます。

Ｃ､インドシナ難民救援募金（１月小計３１，０００円）タイ国

内にある各難民キャンプのプロジェクト費にあてられます。

Ｄ・カンプチア募金（１月小計240,000円）カンプ

チア国内の復興のために使われます。

Ｅ・タイ・スラム募金（１月小計17,500円）バンコ

ク市内のスラムにおける生活向上のためのプロジェクト及

び図書活動に使われます。

Ｆ・デッグ･スラム奨学金･基金（１月小計178,750円）バンコ

ク市内のスラムの子供達が学校へ通う費用を援助します。

Ｇ､タイ農村募金（１月小計０円）タイの

農村開発のために使われます。

Ｈ・定住難民募金（１月小計22,000円）定住難

民のための日本語教材費と家庭教師の交通費に使われます。

１．ＪＶＣ運営経費募金（１月小計53,174円）現場を

支えるのに不可欠な事務運営経費，人件費に使われます。

Ｊ・無指定募金（１月小計181,625円）

●エチオピア緊急救援募金（12～１月計3,317j664円）

＞送金の方法一下記の口座へ郵便振替にてご入金下さい。

東京９－２７４９５（募金種目名をご記入下さい｡）

加入者名一ＪＶＣ東京事務所

木幡律子チャリティ。コンサート

１月19日に行われたコンサートには200名以上の方々にお

いでいただき，経費をさし引いた収益金は50万5850円にな

りました。これはラオスの首都，ビエンチャンに保母教育施

設を建設するための資金に使われる予定です。どうもありが

とうございました。

傍JVCとは一ＪａｐａｎlnternationalVolunteerCenter

は1980年２月，タイのバンコクで設立された民間救援団体

です。1979年暮れの，インドシナ難民の大量流出をきっか

けに，日本から駆けつけた若者と，現地タイですでに活動

を始めていた日本人とが一体となり，現在の組織の原形が

できました。ＪＶＣは,活動者の自発的な意志に基づき，日

本の個人・団体からの寄付金，国連機関からの委託金等に

よって運営されています。ＪＶＣは，人種，国籍，習,慣，

宗教その他の信条の違いを越えて，難民および同様の窮境

にある人々を対象にできる限り継続的な活動を行ないます。

傍ＪＶＣの会員募集について－会員は，総会に出席し，

ＪＶＣの方針などを決定する他，情報・資料の入手，各種の

活動・報告会・上映会・学習会等へ参加することができま

す。また正会員には自動的に，機関誌（Ｔ/Ｅ）をお送りい

たします。会員の種別と年会費は以下の通りです。

正会員(誰糞;:::::重重員::::：
・賛助会員金品による支援（金額は自由です｡）

し機関誌『Ｔｒｉａｌ＆Error」のみの購読について

・毎号１冊送付年間購読料3,000円

・毎号４冊送付年間購読料10,000円

し送金の方法一下記の口座へ郵便振替にてご入金下さい。

①会員：東京５－４８３６５加入者名一ＪＶＣ会員係

②Ｔ/Ｅ：東京３－５４１８６加入者名一ＪＶＣ東京事務所

（住所，氏名，購読開始月をお書き添え下さい。）

編集後記

除海外で活動していると，「日本にも問題はあるのに」とか，

｢身近な問題から取りくむべきだ」とよくいわれる。特に居
住問題など，自分たちでさえ高くて狭い所に住んでいるの

にとても海外協力など考えられないといわれそうだ。

ところがである。昨年，江の島で行われた国際フォーラ

ムにタイから出席した居住問題の専門家(女性)が，「これ

まで日本を支えてきたお年寄りに住む所がないという。私

たちに何かできることはないか」と涙ながらに訴えていた。

また本誌の中で柴田さんもスラムに住むおじさんが日本の
山谷の人々を心配しているという。私たちは住む所ばかり
でなく心も貧しくなってしまったような気がする。
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